
都市計画道路 大宮通り線ほか１路線の変更理由書１．路線の概要都市計画道路 大宮通り線（以下、「（都）大宮通り線」という。）は起点を奈良市登大路町、終点を奈良市宝来町とし、奈良市中心部と第二阪奈道路である都市計画道路 奈良大阪線（以下、「（都）奈良大阪線」という。）を東西に結ぶ、標準幅員２３ｍ、４車線、延長約６，４６０ｍの幹線街路である。昭和８年５月に「２・１・１ 登大路北之庄線」として都市計画決定され、昭和４８年１月に「３・３・６ 大宮通り線」に名称及び延長の変更が行われている。その後、昭和６１年１月には、（都）奈良大阪線の都市計画決定と同時に、尼辻北町から宝来町間において８車線のうち４車線の高架化（以下、「本線」という。）に伴う都市計画変更が行われており、平成１５年９月に車線数明記が行われ、平成１８年８月に都市計画道路 三条菅原線との交差部においてランプ構造の変更が行われている。（都）奈良大阪線は、起点を奈良市宝来町、終点を生駒市鬼取町とし、奈良県と大阪府を東西に結ぶ、標準幅員２０ｍ、４車線、延長約９，９６０ｍの自動車専用道路である。昭和６１年１月に「１・４・１ 奈良大阪線」として都市計画決定された後、平成４年４月に起点部において一部区域を変更し、平成１５年９月に車線数明記が行われている。２．都市計画道路変更の内容（１）変更の理由（都）大宮通り線は、（都）奈良大阪線（第二阪奈道路）と宝来インターチェンジにおいてランプ（以下、「宝来ランプ」という。）により接続されているが、奈良方面から第二阪奈道路を利用する際、安全性の観点から、（都）大宮通り線本線部からの直接乗り入れを規制しており、利用者にとって不便な状況であるとともに、観光振興、地域産業の発展を支える交通結節点としての機能を十分に発揮できない状況である。そこで、本線部からの直接乗り入れが可能となるランプ構造に変更するため、（都）大宮通り線側道部から本線部への合流位置を西側に変更して、側道部の１車線を高架構造とするとともに、側道部との立体交差により（都）大宮通り線本線部から（都）奈良大阪線へ進入する車線（オンランプ）を新設し、ランプの機能向上による骨格幹線道路ネットワークの強化及び地域交通の円滑化を図る。（２）変更の内容１）（都）大宮通り線について・奈良市宝来４丁目地内の約520ｍ区間において、側道の一部を線形変更して立体構造とし、区域を変更する。２）（都）奈良大阪線について・自動車専用道路管理区分に合わせて、起点位置及び区域を変更する。


